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4月箋桜駕と雪　　「

5月鴬さわやか、寒吟

康
と
候

健
天

　
春
先
の
天
候
は
、
本
当
に
気
ま
ぐ
れ
で
す
。

春
の
暖
か
さ
に
誘
わ
れ
て
、
土
中
の
虫
が
顔

を
出
す
日
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
「
寒
の
も
ど

り
」
と
い
っ
て
、
真
冬
の
よ
う
な
寒
さ
が
や

　
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

ま
た
天
気
が
変
る
春
先
に
は
螺
究
の

纏
蕪
瑠
饗
轍

斎
名
「
気
象
廼
漸
頓
享
螺
に
前

線
が
通
過
す
る
一
。
儒
箭
僚
竃
群
な
ち
、
’
神
経

痛
、
ゼ
ン
ソ
ク
発
作
、
カ
ゼ
の
諸
症
状
に
悩

蒸
黙
暴
擬
鰍
奮

め
知
っ
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
い
ま
す
。
充
分

な
睡
眠
を
と
り
、
過
労
を
避
け
、
均
衡
あ
る

食
生
活
を
保
っ
て
、
あ
し
た
も
今
日
の
よ
う

に
達
者
で
暮
し
た
い
も
の
で
ず
。

　
「
い
や
で
す
ね
、
病
気
っ
て
本
当
に
」
こ
の

　
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
心
づ
か
い
」
で
、

　
あ
な
た
も
な
ら
ず
に
済
む
ん
で
す
。

　
　
病
気
に
…
…
…
…
。

　
　
圏
こ
の
冬
は
「
少
雪
」
で
良
か
っ
た

　
ん
で
す
が
、
専
門
家
の
話
に
よ
る
と
「
明
治

　
三
十
八
年
の
汰
凶
作
の
年
、
ま
た
百
八
十
年

趨
蝦
溝
禦
蕪
緯

　
　
笛
愛
尤
．
四
月
と
五
月
の
予
報
露

、
知
ら
せ
し
ま
す
。
』

魁
誘
圓
鈴
い
瘍
気
圧
が
北
に
偏
っ
て
通
る

論
馴
犠
齢
得
慧
靴
線
齢

　
く
、
雨
は
並
。

　
圃
大
型
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
初
夏

　
ら
し
い
好
天
の
日
が
多
い
。
し
か
し
、
前
線

　
の
影
響
で
ぐ
ず
つ
く
日
も
あ
る
な
ど
寒
暖
の

　
変
動
が
大
き
い
。
気
温
、
雨
と
も
並
の
見
込

　
み
。

貝
沼
　
ハ
ナ
㏄
（
湯
之
島
・
鍋
屋
）

久
保
田
カ
ネ
⑬
（
曽
根
・
じ
え
）

関
谷
ハ
ル
ヲ
㈹
（
黒
倉
・
向
）

宮
沢
　
和
孝
㈲
（
北
浦
田
・
た
て
）

関
谷
　
リ
メ
㈱
（
黒
倉
・
堂
の
前
）

　
新
婚
さ
ん

雛）鞭粧

鰭
）

｛

盤）
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お
く
や
み

滝
沢
袈
裟
松
㈹
（
天
水
越
・
沢
田
）

中
島
　
ツ
チ
働
（
水
梨
・
土
橋
）

村
山
福
太
郎
㈹
（
橋
詰
・
宇
前
）

福
原
　
ト
リ
⑳
（
坂
下
・
せ
ぎ
）

西
野
　
キ
ミ
㎝
（
湯
本
）

高
橋
　
キ
セ
0①
（
中
尾
・
新
宅
）

や
高
沢
嘉
代
平
⑳
（
大
荒
戸
・
大
下
）

　
高
藤
正
吉
㈲
（
湯
本
・
吉
べ
之
）

　
高
橋
　
斧
市
⑳
（
松
口
・
穏
居
）

朗
佐
藤
義
器
（
天
水
越
・
橋
本
）

㎜
山
口
竹
之
助
㈹
（
藤
倉
・
が
に
原
）

㎜
村
山
　
友
一
㈹
（
松
之
山
・
重
屋
）

㎜
小
野
塚
カ
ノ
⑱⑤
（
下
蝦
池
・
柿
之
木
）

志
賀
才
太
郎
㈹
（
五
十
子
平
・
端
）

高
橋
作
太
郎
働
（
天
水
島
・
茶
屋
）

高
橋
長
次
郎
㈹
（
中
尾
・
清
水
）

小
野
塚
音
吉
oω
（
上
蝦
池
・
飴
屋
）

山
岸
　
セ
ン
⑬
（
新
山
・
下
の
親
家
）

高
橋
辰
治
郎
㈹
（
天
水
島
・
金
次
郎
）

樋
ロ
　
ト
ラ
圃
（
東
山
・
東
屋
）

小
野
塚
英
一
幽
（
中
坪
・
田
中
）

村
山
　
金
一
69
（
橋
詰
・
長
吉
）

高
橋
　
林
八
㈹
（
中
尾
・
屋
敷
）

丸
山
富
太
郎
⑱⑤
（
藤
倉
・
元
院
）

重福高村
野原橋山

タ
ケ
㈹
（
坪
野
・
常
盤
屋
）

ス
エ
㈱
（
天
水
島
・
川
島
）

　
薫
㈹
（
小
谷
・
下
干
場
）

衛
吉
㈹
（
下
蝦
池
・
坂
本
）

山
岸
　
マ
サ
四
（
新
山
・
元
桶
屋
）

山
岸
定
佐
久
圃
（
新
山
・
上
）

志
賀
喜
四
郎
σの
（
上
蝦
池
・
伊
利
）

高
藤
　
サ
ダ
㈹
（
湯
本
・
吉
べ
之
）

相
田
　
文
枝
鰍
（
大
荒
戸
・
長
坂
）

佐
藤
シ
ズ
子
㈹
（
天
水
越
・
照
の
屋
）

小
野
塚
ま
つ
え
㈹
（
中
坪
・
後
）

高
橋
要
太
郎
㈲
（
中
尾
・
喜
善
）

竹石竹佐
内塚内藤

久
保
田
甚
嘉
四
（
曽
根

保
坂

布
施
ミ
サ
ホ
四
（
黒
倉

マ
ツ
齪
（
天
水
越
・
松
元
）

マ
ツ
四
（
樋
田
・
た
め
院
）

寅
茂
㈹
（
湯
之
島
・
六
院
）

ス
ガ
㈹
（
湯
之
島
・
東
屋
）

　
　
　
　
　
　
・
上
）

ハ
ル
㈹
（
樋
田
・
新
屋
）

　
　
ー
　
　
　
・
大
井
）

難）

）

蘂）

う
ぶ
声

津
端
康
裕
（
松
之
山
・
薫
の
長
男
）

高
波
大
志
（
松
口
　
・
和
平
の
二
男
）

滝
沢
　
大
（
天
水
越
・
義
久
の
長
男
）

福
原
麻
美
（
天
水
越
・
重
孝
の
長
女
）

村
山
裕
子
（
藤
内
名
・
昭
雄
の
長
女
）

高
橋
祐
子
（
天
水
島
・
英
司
の
長
女
）

村
山
　
勝
（
松
之
山
・
進
平
の
三
男
）

佐
藤
あ
す
か
（
天
水
越
・
至
の
長
女
）

佐
藤
由
香
（
天
水
越
・
健
一
の
長
女
）

相
沢
　
忠
（
水
梨
・
正
顕
の
二
男
）

滝
沢
美
奈
（
天
水
越
・
幹
夫
の
二
女
）

小
野
塚
　
平
（
湯
山
・
眞
の
長
男
）

小
野
塚
正
之
（
中
坪
・
龍
男
の
三
男
）

村
山
恵
美
（
湯
本
・
茂
の
長
女
）

高
橋
和
美
（
天
水
島
・
菊
男
の
長
女
）

佐
藤
夏
代
（
天
水
越
重
春
の
二
女
）

小
野
塚
智
子
（
藤
内
名
・
英
雄
の
長
女
）

相
沢
和
喜
（
松
之
山
・
伸
夫
の
二
男
）

滝
沢
洋
子
（
天
水
越
・
正
博
の
長
女
）

村
山
純
一
（
古
戸
・
友
義
の
長
男
）

鈴
木
百
合
子
（
下
蝦
池
二
治
の
長
女
）

小
野
塚
和
則
（
東
川
・
平
八
郎
の
二
男
）

福
原
由
美
子
（
三
桶
・
鉄
雄
の
長
女
）

高
橋
　
昇
（
天
水
島
・
昇
吉
郎
の
長
男
）

大
野
宏
仁
（
観
音
寺
・
博
の
二
男
）

村
山
綾
（
湯
本
・
武
雄
の
長
女
）

樋
口
正
彦
（
中
尾
・
一
次
の
長
男
）

高
橋
清
香
（
東
川
・
信
一
の
長
女
）

本
山
　
薫
（
樋
田
・
一
夫
の
長
男
）

飯
塚
伸
太
郎
（
樋
田
・
正
和
の
二
男
）

本
山
由
起
子
（
曽
根
・
栄
一
の
長
女
）

妻
島
早
苗
（
田
麦
立
・
春
夫
の
長
女
）

石
塚
賢
吾
（
湯
之
島
・
克
昭
の
長
男
）

佐
藤
淳
子
（
曽
根
・
澄
夫
の
長
女
）

草
村
智
子
（
黒
倉
・
好
信
の
長
女
）

本
山
洋
子
（
田
麦
立
・
直
蔵
の
二
女
）

竹
内
裕
介
（
湯
之
島
・
吉
一
の
長
男
）

石
塚
恵
（
田
麦
立
・
周
一
の
長
女
）

竹
内
美
由
紀
（
樋
田
・
啓
一
郎
の
長
女
）

本
山
紋
子
（
藤
原
・
豊
の
長
女
）

村
山
公
人
（
樋
田
良
人
の
長
男
）

佐
藤
文
香
（
上
之
山
・
敬
一
の
長
女
）

草
村
琴
恵
（
黒
倉
・
和
之
の
長
女
）

竹
内
友
里
（
坂
中
・
信
之
の
長
女
）

79．5人舅の薦敷1ま1。、

　　　　　　　　　女2，760人（△79）

Nα65世幕数1：撒懸
　　　　　　　　　（）内は前年同日比

鎌

□
発
行
／
松
之
山
町
　
a
3
1
3
1
　
　
口
編
集
／
議
会
事
務
局
　
　
□
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K
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住
曳
く
な
る

聖認7
〃
急

0
4
イ
周

　
　
三
月
の
町
議
会
に
お
い
て
、
昭
和

　
五
十
四
年
度
の
事
業
計
画
を
盛
っ
た

　
予
算
案
－
1
一
般
・
特
別
の
四
会
計

　
合
わ
せ
て
、
二
十
七
億
四
千
六
万
六

　
千
円
が
決
り
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
「
目
玉
」
は
、
①
町
民
体

㎜
育
館
、
②
川
手
地
区
の
簡
易
水
道
建

㎜
設
、
③
三
省
小
の
屋
体
建
設
で
す
．

　
　
前
年
に
比
較
し
て
、
一
七
・
八
六
％

　
の
増
で
す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
当
り

㎜
（
五
、
四
三
九
人
）
四
十
六
万
五
千
円

㎜
余
り
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
は
昨

　
年
当
初
に
比
べ
、
一
六
・
四
％
増
の

や
二
十
億
一
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
一
方
、
川
手
地
域
に
簡
易
水
道
の

ま
建
設
を
見
込
む
簡
水
特
別
会
計
は
、

報
昨
年
比
四
・
三
倍
の
伸
び
を
示
し
ま

広
…
し
た
。

㎜
　
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
を
ご
紹
介

…
い
た
し
ま
す
。

入歳
円

国庫支出金

避
2曝

注％は伸び率、（％）は構成比です

特別会計当初予算額

　　　　　　　　　　　歳　出

　　　　へ、
　　　　　　　～の椥㌦ξ乙

／　螢痴砺㌦曝
補助金　　　　　　　　　．陽
△0．6％　　　　　　　　幽ε・

・1繍・㈱嬬薗團§髭

会　計　名 金　　額

国
　
　
保

国　保勘定 3億4，658万円

松之山診〃 1億7，702万円

浦　田診〃 3，325万円

簡易水道
9，σ31万円

農業共済 8，389万円

2億4，028万円

産業基盤の整備と振興
［＞

今年度
教育、福祉、文化の整備拡大〉

重点目標

生活環境の整備
［＞

【3】”IllIl“”1””II”1”ll”Ill”””lll”llll”III”IIII”1”II””III”””IIlll“lll”1”ll”””””II”IIIl””II””1”ll””1””””1”1”ll””ll”1”””III”1”広報まつのやま　Nα65

ピ公債費
△0．1％

　（8．8％）

億7，546万円

！1

扶助費
△0．4％

（3．0％）

6，007万円

　　　　　／

　　　　　維持費

　　　　　△0．5％

　　　　　（1．9％）

　　　　3，855万円

獅型纂垂タ

ム
象
究
威

▽
町
道
の
舗
装
は
こ
れ
ま
で
に
十
五

㌔
余
り
、
全
体
の
七
、
七
％
行
い
ま

し
た
。

　
更
に
「
無
舗
装
部
落
の
解
消
」
に

努
め
、
新
設
改
良
も
併
せ
て
施
工
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
億
九
允
五
八
万
円

〈
舗
装
〉

　
　
中
尾
地
内
…
…
…
五
五
〇
m

　
　
中
坪
地
内
…
…
…
五
四
〇
m

　
　
崩
田
地
内
…
…
…
五
〇
〇
m

　
　
大
荒
戸
地
内
…
…
五
〇
〇
m

　
　
黒
倉
地
内
…
…
…
五
〇
〇
m

、　6　7
・林教頭先生

（坪野小）

　
樋
田
地
内
…
：
：
五
〇
〇
m

〈
改
良
〉

　
黒
倉
地
内
…
：
：
四
〇
〇
m

　
小
谷
地
内
…
：
⊥
二
六
〇
m

　
松
之
山
地
内
：
：
二
〇
七
m

　
上
の
山
地
内
－
・
：
一
〇
〇
m

　
天
水
島
地
内
－
⊥
一
〇
〇
m

　
松
口
地
内
…
：
：
二
四
〇
m

▽
林
道
の
改
良
、
舗
装
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
六
二
九
五
万
円

　
　
東
山
線
改
良
　
　
一
〇
四
〇
m

　
　
菱
ケ
岳
線
舗
装
　
　
三
六
〇
m

「職纏臓ρ「

稲田先生
（松里小）

天
水
越
線
舗
装
　
　
三
二
〇
m

▽
県
道
の
改
良
、
舗
装
を
施
行
し
て

も
ら
う
た
め
の
負
担
金
を
県
に
納
め

ま
す
。
　
　
　
　
一
、
四
八
四
万
円

▽
事
故
発
生
に
備
え
、
町
道
を
損
害

保
険
に
加
入
し
ま
す
。
　
（
延
長
二
〇

〇
纏
加
入
）
　
　
　
四
万
八
千
円

▽
道
路
台
帳

す
。

（
町
道
）
を
整
備
し
ま

　
　
三
〇
〇
万
円

市川先生
（松之山中）

▽
町
道
、
林
道
が
路
肩
欠
壊
な
ど
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
次
の
か
所
で

こ
れ
を
修
繕
し
ま
す
。
崩
田
、
光
間

湯
本
、
上
蝦
池
の
各
地
内
。

　
　
　
　
　
　
　
九
四
五
万
円

▽
砂
利
・
生
コ
ン
（
五
〇
〇
立
方
層
）

な
ど
道
路
補
修
用
資
材
を
購
入
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
〇
万
円

護
美
・
ご
み

▽
津
南
町
に
「
ご
み
・
し
尿
」
の
処

理
施
設
を
同
町
な
ど
と
共
同
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
負
担
し

ま
す
。
　
　
　
　
一
、
三
一
七
万
円

▽
部
落
単
位
で
「
家
の
ま
わ
り
」
を

一
斉
に
薬
剤
散
布
、
清
掃
し
た
場
合
、

そ
の
薬
剤
費
の
約
五
〇
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

防

災

▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
十
基
）
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
運
転
者
、
歩
行
者
の

安
全
に
努
め
ま
す
。
一
六
三
万
円

▽
路
線
バ
ス
の
運
行
に
補
助
し
、
待

合
所
の
建
設
も
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
〇
万
円

▽
消
防
団
員
に
退
職
金
が
支
給
さ
れ

る
勤
続
年
数
が
、
十
年
か
ら
五
年
に

短
縮
さ
れ
、
退
職
金
の
額
も
約
三
万

▽
雪
崩
防
止
棚
を
黒
倉
（
兎
に
線
）

に
十
基
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
万
円

▽
林
道
開
設
の
た
め
負
担
金
を
県
に

納
め
ま
す
。

　
菱
ケ
岳
線
　
　
　
二
二
〇
万
円

　
天
水
越
線
　
　
　
六
三
二
万
円

▽
ご
み
・
危
険
物
の
収
集
を
続
け
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
葬
祭
費
を
五
千
円
引
上
げ
て
、
二

万
円
に
し
ま
す
。
　
一
〇
〇
万
円

▽
火
葬
炉
を
修
理
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
万
円

円
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
積
立
金
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
一
五
万
円

▽
消
防
団
員
の
報
酬
を
五
〇
〇
円
引

上
げ
て
五
五
〇
〇
円
に
す
る
ほ
か
、

出
動
手
当
も
一
〇
〇
円
引
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
六
三
四
万
円

▽
上
越
地
域
の
市
町
村
で
消
防
組
合

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
松
代
町
に
分
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住
曳
く
な
る

聖認7
〃
急

0
4
イ
周

　
　
三
月
の
町
議
会
に
お
い
て
、
昭
和

　
五
十
四
年
度
の
事
業
計
画
を
盛
っ
た

　
予
算
案
－
1
一
般
・
特
別
の
四
会
計

　
合
わ
せ
て
、
二
十
七
億
四
千
六
万
六

　
千
円
が
決
り
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
「
目
玉
」
は
、
①
町
民
体

㎜
育
館
、
②
川
手
地
区
の
簡
易
水
道
建

㎜
設
、
③
三
省
小
の
屋
体
建
設
で
す
．

　
　
前
年
に
比
較
し
て
、
一
七
・
八
六
％

　
の
増
で
す
。
わ
た
し
た
ち
一
人
当
り

㎜
（
五
、
四
三
九
人
）
四
十
六
万
五
千
円

㎜
余
り
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
は
昨

　
年
当
初
に
比
べ
、
一
六
・
四
％
増
の

や
二
十
億
一
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
一
方
、
川
手
地
域
に
簡
易
水
道
の

ま
建
設
を
見
込
む
簡
水
特
別
会
計
は
、

報
昨
年
比
四
・
三
倍
の
伸
び
を
示
し
ま

広
…
し
た
。

㎜
　
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
を
ご
紹
介

…
い
た
し
ま
す
。

入歳
円

国庫支出金

避
2曝

注％は伸び率、（％）は構成比です

特別会計当初予算額

　　　　　　　　　　　歳　出

　　　　へ、
　　　　　　　～の椥㌦ξ乙

／　螢痴砺㌦曝
補助金　　　　　　　　　．陽
△0．6％　　　　　　　　幽ε・

・1繍・㈱嬬薗團§髭

会　計　名 金　　額

国
　
　
保

国　保勘定 3億4，658万円

松之山診〃 1億7，702万円

浦　田診〃 3，325万円

簡易水道
9，σ31万円

農業共済 8，389万円

2億4，028万円

産業基盤の整備と振興
［＞

今年度
教育、福祉、文化の整備拡大〉

重点目標

生活環境の整備
［＞

【3】”IllIl“”1””II”1”ll”Ill”””lll”llll”III”IIII”1”II””III”””IIlll“lll”1”ll”””””II”IIIl””II””1”ll””1””””1”1”ll””ll”1”””III”1”広報まつのやま　Nα65

ピ公債費
△0．1％

　（8．8％）

億7，546万円

！1

扶助費
△0．4％

（3．0％）

6，007万円

　　　　　／

　　　　　維持費

　　　　　△0．5％

　　　　　（1．9％）

　　　　3，855万円

獅型纂垂タ

ム
象
究
威

▽
町
道
の
舗
装
は
こ
れ
ま
で
に
十
五

㌔
余
り
、
全
体
の
七
、
七
％
行
い
ま

し
た
。

　
更
に
「
無
舗
装
部
落
の
解
消
」
に

努
め
、
新
設
改
良
も
併
せ
て
施
工
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
億
九
允
五
八
万
円

〈
舗
装
〉

　
　
中
尾
地
内
…
…
…
五
五
〇
m

　
　
中
坪
地
内
…
…
…
五
四
〇
m

　
　
崩
田
地
内
…
…
…
五
〇
〇
m

　
　
大
荒
戸
地
内
…
…
五
〇
〇
m

　
　
黒
倉
地
内
…
…
…
五
〇
〇
m

、　6　7
・林教頭先生

（坪野小）

　
樋
田
地
内
…
：
：
五
〇
〇
m

〈
改
良
〉

　
黒
倉
地
内
…
：
：
四
〇
〇
m

　
小
谷
地
内
…
：
⊥
二
六
〇
m

　
松
之
山
地
内
：
：
二
〇
七
m

　
上
の
山
地
内
－
・
：
一
〇
〇
m

　
天
水
島
地
内
－
⊥
一
〇
〇
m

　
松
口
地
内
…
：
：
二
四
〇
m

▽
林
道
の
改
良
、
舗
装
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
六
二
九
五
万
円

　
　
東
山
線
改
良
　
　
一
〇
四
〇
m

　
　
菱
ケ
岳
線
舗
装
　
　
三
六
〇
m

「職纏臓ρ「

稲田先生
（松里小）

天
水
越
線
舗
装
　
　
三
二
〇
m

▽
県
道
の
改
良
、
舗
装
を
施
行
し
て

も
ら
う
た
め
の
負
担
金
を
県
に
納
め

ま
す
。
　
　
　
　
一
、
四
八
四
万
円

▽
事
故
発
生
に
備
え
、
町
道
を
損
害

保
険
に
加
入
し
ま
す
。
　
（
延
長
二
〇

〇
纏
加
入
）
　
　
　
四
万
八
千
円

▽
道
路
台
帳

す
。

（
町
道
）
を
整
備
し
ま

　
　
三
〇
〇
万
円

市川先生
（松之山中）

▽
町
道
、
林
道
が
路
肩
欠
壊
な
ど
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
次
の
か
所
で

こ
れ
を
修
繕
し
ま
す
。
崩
田
、
光
間

湯
本
、
上
蝦
池
の
各
地
内
。

　
　
　
　
　
　
　
九
四
五
万
円

▽
砂
利
・
生
コ
ン
（
五
〇
〇
立
方
層
）

な
ど
道
路
補
修
用
資
材
を
購
入
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
〇
万
円

護
美
・
ご
み

▽
津
南
町
に
「
ご
み
・
し
尿
」
の
処

理
施
設
を
同
町
な
ど
と
共
同
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
を
負
担
し

ま
す
。
　
　
　
　
一
、
三
一
七
万
円

▽
部
落
単
位
で
「
家
の
ま
わ
り
」
を

一
斉
に
薬
剤
散
布
、
清
掃
し
た
場
合
、

そ
の
薬
剤
費
の
約
五
〇
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

防

災

▽
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
（
十
基
）
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
運
転
者
、
歩
行
者
の

安
全
に
努
め
ま
す
。
一
六
三
万
円

▽
路
線
バ
ス
の
運
行
に
補
助
し
、
待

合
所
の
建
設
も
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
〇
万
円

▽
消
防
団
員
に
退
職
金
が
支
給
さ
れ

る
勤
続
年
数
が
、
十
年
か
ら
五
年
に

短
縮
さ
れ
、
退
職
金
の
額
も
約
三
万

▽
雪
崩
防
止
棚
を
黒
倉
（
兎
に
線
）

に
十
基
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
万
円

▽
林
道
開
設
の
た
め
負
担
金
を
県
に

納
め
ま
す
。

　
菱
ケ
岳
線
　
　
　
二
二
〇
万
円

　
天
水
越
線
　
　
　
六
三
二
万
円

▽
ご
み
・
危
険
物
の
収
集
を
続
け
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
葬
祭
費
を
五
千
円
引
上
げ
て
、
二

万
円
に
し
ま
す
。
　
一
〇
〇
万
円

▽
火
葬
炉
を
修
理
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
万
円

円
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
積
立
金
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
一
五
万
円

▽
消
防
団
員
の
報
酬
を
五
〇
〇
円
引

上
げ
て
五
五
〇
〇
円
に
す
る
ほ
か
、

出
動
手
当
も
一
〇
〇
円
引
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
六
三
四
万
円

▽
上
越
地
域
の
市
町
村
で
消
防
組
合

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
松
代
町
に
分
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、
．
麟

田中先生
（松之山小）

遣
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
「
救
急
車
」

が
待
機
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
八
○
○
万
円

▽
か
や
葺
屋
根
を
改
造
し
た
場
合
、

補
助
し
ま
す
。
　
　
　
四
〇
万
円

▽
防
火
水
そ
う
五
基
の
建
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
　
一
、
一
一
二
万
円

▽
小
型
ポ
ン
プ
を
光
間
、
天
水
越
、

田
麦
立
に
配
備
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
万
円

▽
河
川
改
修
に
よ
り
浦
田
の
ポ
ン
プ

舎
を
移
転
し
ま
す
。
一
四
〇
万
円

▽
地
す
ぺ
り
巡
視
負
を
四
名
増
や
し

て　
　
　
　
　
　
：
：
：
上
、
…
ポ
，
，
，
着
、
，
：

　
▽
上
川
手
と
三
桶
で
は
、
今
秋
か
ら

や
給
水
で
き
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
九
六
万
円

　
▽
▽
湯
之
島
の
全
戸
と
曽
根
、
上
之
山
、

　
藤
原
西
之
前
の
一
部
で
も
今
年
か
ら

　
給
水
管
の
埋
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
　
（
七
〇
〇
灯
）
　
　
八
O
O
万
円

藤浪先生
（松之山小）

七
名
に
し
ま
す
。
　
　
八
四
万
円

▽
冬
期
保
安
要
員
を
三
十
名
採
用
し
、

道
路
の
除
圧
雪
な
ど
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
二
二
万
円

▽
部
落
間
に
防
犯
灯
の
増
設
を
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

▽
清
ら
か
な
水
を
飲
ん
で
も
ら
う
た

め
滅
菌
薬
品
の
購
入
や
水
質
検
査
も

行
い
ま
す
。
　
　
　
　
四
九
万
円

▽
年
々
修
繕
か
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

「r」』F

井上先生
（黒倉分校）

斉藤先生
（松之山小）

く「劉
　◎
戸枝先生

（三省小）

野本先生
（三省小）

　
　
　
㎝
困
旨
圃
一
緬
］
　
　
　
　
　
　
　
一
台
ず
つ
配
備
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
▽
樋
田
と
崩
田
の
両
部
落
が
統
合
に

▽
防
雪
セ
ン
タ
…
（
東
川
）
が
完
成
　
　
　
　
　
　
　
三
、
八
一
三
万
円
　
　
先
だ
ち
、
集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

し
ま
す
。
雪
上
車
、
湿
地
ド
ー
ザ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
二
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
府
鴛
篠
凧
、
㌔
弗
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
　
▽
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ら
園
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
か
ら
「
ね
た
き
り
老
人
」
の
身
　
四
施
設
の
運
営
に
負
担
し
ま
す
。

▽
社
会
福
祉
協
議
会
に
助
成
し
て
、
　
　
の
回
り
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
　
　
て
い
ま
す
。
　
　
　
ご
二
九
万
円

い
た
だ
き
ま
す
。
　
一
〇
八
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
に
助
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
用
バ
イ
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
八
七
万
円

▽
身
障
者
施
設
（
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
）
　
　
ク
を
購
入
し
ま
す
。
　
十
一
万
円

建
設
に
負
担
し
ま
す
。
七
四
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
常
設
保
育
所
を
松
之
山
と
松
里
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
老
人
い
こ
い
の
家
「
松
寿
荘
」
を
　
設
け
、
年
間
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▽
遺
族
会
な
ど
六
団
体
に
活
動
費
の
　
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゼ
八
六
万
円

補
助
を
し
ま
す
。
　
　
二
一
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
松
里
保
育
所
の
屋
外
遊
戯
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

▽
町
の
単
独
費
用
で
重
度
心
身
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
　
　
　
　
一
二
三
万
円

▽
妊
産
婦
、
乳
児
の
医
療
費
の
助
成

を
し
ま
す
。
　
　
　
　
七
八
万
円

▽
高
額
療
養
費
（
本
人
負
担
額
は
最

高
で
三
万
九
千
円
で
す
）
の
支
給
を

行
い
ま
す
。
　
　
二
三
四
九
万
円

▽
三
名
の
老
人
相
談
員
の
方
が
、

年
寄
り
の
話
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
族
を
訪

問
し
ま
す
。
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
昔
、
無
病
で
知
ら
れ
た
人
も
、
今

と
な
っ
て
は
i
…
…
。
こ
の
人
た
ち

の
医
療
費
の
全
額
、
健
康
相
談
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
天
、
，
1

整
備
し
ま
す
。
　
　
　
二
五
万
円

▽
三
省
の
季
節
保
育
所
を
松
之
山
保

育
所
に
統
合
し
た
た
め
、
園
児
の
送

迎
用
自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

▽
浦
田
と
布
川
に
「
へ
き
地
保
育
所
」

を
開
設
し
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。
　
一
、
一
五
三
万
円
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▽
保
育
所
を
浦
田
に
新
築
し
ま
す
。

規
模
は
松
里
保
育
所
と
同
程
度
を
予

定
し
、
完
成
す
れ
ば
新
し
く
常
設
保

育
所
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
四
八
二
万
円

▽
十
八
歳
以
下
の
子
供
を
三
人
以
上

お
持
ち
の
方
に
、
児
童
手
当
を
差
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
九
九
〇
万
円

▽
助
産
費
を
二
万
円
引
上
げ
て
、
八

万
円
に
し
ま
す
。
　
二
四
〇
万
円

：
保
…
健
，
，
：
衛
，
…
生
、
，
，

▽
保
健
婦
を
二
名
増
員
し
、
健
康
管

理
の
お
手
伝
い
を
強
化
し
ま
す
。

▽
糖
尿
病
、
健
康
、
、
栄
養
、
成
人
健

康
な
ど
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
万
円

▽
二
つ
の
診
療
所
に
「
て
こ
入
れ
」

を
し
て
、
診
療
業
務
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
な

ど
七
つ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
八
万
円

▽
循
環
器
、
結
核
、
寄
生
虫
予
防
な

小三
に愚

▽
地
元
高
校
の
寄
宿
舎
運
営
に
協
力

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
九
八
万
円

▽
均
衡
あ
る
献
立
に
よ
り
、
お
い
し

い
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
食
婦
賃
金
（
十
一
人
分
）竹田先生

（松里小）

ど
、
六
つ
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
六
四
九
七
万
円

▽
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
を
差
上
げ
、

母
子
と
も
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。
　
五
四
万
円

▽
母
子
保
健
の
推
進
、
乳
幼
児
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
　
一
六
五
万
円

▽
患
者
輸
送
車
の
運
征
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
万
円

▽
応
急
薬
品
の
配
布
を
い
た
し
ま
す
。

区
域
は
布
川
・
下
川
手
・
大
荒
戸
・

中
立
山
・
田
麦
立
・
月
池
の
全
世
帯

で
す
。
　
　
　
　
　
　
七
二
万
円

，
屋
体
・
罷
鱈
体
慮
館
建
設

▽
三
省
小
の
屋
内
体
育
館
を
改
築
し

ま
す
。
鉄
骨
一
部
二
階
建
、

平
方
材
で
す
。

▽
東
川
小
と
松
之
山
中
の
グ
ラ
ン
ド

を
整
備
し
ま
す
。

ヤ

一
三
六
七
万
円

　
　
　
　
六
五
一

七
五
六
〇
万
円

　
　
　
　
東
川
小
　
　
　
七
〇
〇
万
円

　
　
　
松
之
山
中
　
　
一
六
〇
万
円

ご
　
▽
恵
ま
れ
な
い
児
童
、
生
徒
に
学
用

　
　
品
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
六
万
円

　
　
▽
遠
距
離
児
童
、
生
徒
に
通
学
補
助

を
し
ま
す
。
　
　
　
二
一
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
米
飯
給
食
を
続
け
ま
す
。

▽
距
離
用
の
ス
キ
ー
を
貸
与
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
万
円

（
小
学
校
二
四
台
、
中
学
校
十
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
万
円
　
　
　
▽
各
種
教
材
を
整
備
し
て
、
充
実
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
学
校
教
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
二
万
円

　
　
　
．
一
一
一
＝
一
二
一
一
一
拙
一
一
一
一
禽
一
一
一
一
敏
□
肩

▽
「
い
ざ
り
織
り
」
を
伝
承
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
二
一
万
円

▽
町
体
育
協
会
の
設
立
を
検
討
す
る

ほ
か
、
体
力
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
各

種
行
事
を
行
い
ま
す
。
九
一
万
円

▽
高
令
者
教
室
、
ふ
る
さ
と
運
動
、

仲
間
づ
く
り
、
婦
人
学
級
な
ど
の
成

人
者
向
け
の
教
室
を
開
校
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
万
円

』
▽
「
は
た
ち
の
式
典
」
を
行
い
、
そ

の
時
の
記
録
を
残
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
万
円

▽
連
合
婦
人
会
は
じ
め
、
八
団
体
に

お
手
伝
い
を
し
て
そ
の
育
成
に
努
め

梅沢先生
（東川小）

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
四
二
万
円

▽
セ
ン
タ
ー
（
自
然
休
養
村
）
内
に

図
書
室
を
設
け
、
　
「
親
子
文
庫
」
な

ど
の
図
書
を
備
え
て
、
装
い
も
新
た

に
開
設
し
ま
す
。
　
　
四
八
万
円

▽
町
民
プ
ー
ル
を
今
年
も
ご
利
用
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
第
四
回
町
民
体
育
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
六
三
万
円

▽
町
民
体
育
館
を
休
養
村
セ
ン
タ
ー

の
隣
に
建
設
し
ま
す
。
延
面
積
一
、
二

七
一
平
方
灯
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
一
億
七
三
四
四
万
円

長田先生
（薫川小）

内山先生
（東川小）
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、
．
麟

田中先生
（松之山小）

遣
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
「
救
急
車
」

が
待
機
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
八
○
○
万
円

▽
か
や
葺
屋
根
を
改
造
し
た
場
合
、

補
助
し
ま
す
。
　
　
　
四
〇
万
円

▽
防
火
水
そ
う
五
基
の
建
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
　
一
、
一
一
二
万
円

▽
小
型
ポ
ン
プ
を
光
間
、
天
水
越
、

田
麦
立
に
配
備
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
万
円

▽
河
川
改
修
に
よ
り
浦
田
の
ポ
ン
プ

舎
を
移
転
し
ま
す
。
一
四
〇
万
円

▽
地
す
ぺ
り
巡
視
負
を
四
名
増
や
し

て　
　
　
　
　
　
：
：
：
上
、
…
ポ
，
，
，
着
、
，
：

　
▽
上
川
手
と
三
桶
で
は
、
今
秋
か
ら

や
給
水
で
き
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
九
六
万
円

　
▽
▽
湯
之
島
の
全
戸
と
曽
根
、
上
之
山
、

　
藤
原
西
之
前
の
一
部
で
も
今
年
か
ら

　
給
水
管
の
埋
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
　
（
七
〇
〇
灯
）
　
　
八
O
O
万
円

藤浪先生
（松之山小）

七
名
に
し
ま
す
。
　
　
八
四
万
円

▽
冬
期
保
安
要
員
を
三
十
名
採
用
し
、

道
路
の
除
圧
雪
な
ど
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
二
二
万
円

▽
部
落
間
に
防
犯
灯
の
増
設
を
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

▽
清
ら
か
な
水
を
飲
ん
で
も
ら
う
た

め
滅
菌
薬
品
の
購
入
や
水
質
検
査
も

行
い
ま
す
。
　
　
　
　
四
九
万
円

▽
年
々
修
繕
か
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

「r」』F

井上先生
（黒倉分校）

斉藤先生
（松之山小）

く「劉
　◎
戸枝先生

（三省小）

野本先生
（三省小）

　
　
　
㎝
困
旨
圃
一
緬
］
　
　
　
　
　
　
　
一
台
ず
つ
配
備
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
▽
樋
田
と
崩
田
の
両
部
落
が
統
合
に

▽
防
雪
セ
ン
タ
…
（
東
川
）
が
完
成
　
　
　
　
　
　
　
三
、
八
一
三
万
円
　
　
先
だ
ち
、
集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

し
ま
す
。
雪
上
車
、
湿
地
ド
ー
ザ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
二
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
府
鴛
篠
凧
、
㌔
弗
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
　
▽
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ら
園
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
か
ら
「
ね
た
き
り
老
人
」
の
身
　
四
施
設
の
運
営
に
負
担
し
ま
す
。

▽
社
会
福
祉
協
議
会
に
助
成
し
て
、
　
　
の
回
り
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
　
　
て
い
ま
す
。
　
　
　
ご
二
九
万
円

い
た
だ
き
ま
す
。
　
一
〇
八
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
費
に
助
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
用
バ
イ
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
八
七
万
円

▽
身
障
者
施
設
（
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
）
　
　
ク
を
購
入
し
ま
す
。
　
十
一
万
円

建
設
に
負
担
し
ま
す
。
七
四
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
常
設
保
育
所
を
松
之
山
と
松
里
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
老
人
い
こ
い
の
家
「
松
寿
荘
」
を
　
設
け
、
年
間
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▽
遺
族
会
な
ど
六
団
体
に
活
動
費
の
　
大
い
に
ご
利
用
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゼ
八
六
万
円

補
助
を
し
ま
す
。
　
　
二
一
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
松
里
保
育
所
の
屋
外
遊
戯
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

▽
町
の
単
独
費
用
で
重
度
心
身
障
害

者
、
精
神
障
害
者
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
　
　
　
　
一
二
三
万
円

▽
妊
産
婦
、
乳
児
の
医
療
費
の
助
成

を
し
ま
す
。
　
　
　
　
七
八
万
円

▽
高
額
療
養
費
（
本
人
負
担
額
は
最

高
で
三
万
九
千
円
で
す
）
の
支
給
を

行
い
ま
す
。
　
　
二
三
四
九
万
円

▽
三
名
の
老
人
相
談
員
の
方
が
、

年
寄
り
の
話
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
族
を
訪

問
し
ま
す
。
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
昔
、
無
病
で
知
ら
れ
た
人
も
、
今

と
な
っ
て
は
i
…
…
。
こ
の
人
た
ち

の
医
療
費
の
全
額
、
健
康
相
談
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
天
、
，
1

整
備
し
ま
す
。
　
　
　
二
五
万
円

▽
三
省
の
季
節
保
育
所
を
松
之
山
保

育
所
に
統
合
し
た
た
め
、
園
児
の
送

迎
用
自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

▽
浦
田
と
布
川
に
「
へ
き
地
保
育
所
」

を
開
設
し
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。
　
一
、
一
五
三
万
円
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▽
保
育
所
を
浦
田
に
新
築
し
ま
す
。

規
模
は
松
里
保
育
所
と
同
程
度
を
予

定
し
、
完
成
す
れ
ば
新
し
く
常
設
保

育
所
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
四
八
二
万
円

▽
十
八
歳
以
下
の
子
供
を
三
人
以
上

お
持
ち
の
方
に
、
児
童
手
当
を
差
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
九
九
〇
万
円

▽
助
産
費
を
二
万
円
引
上
げ
て
、
八

万
円
に
し
ま
す
。
　
二
四
〇
万
円

：
保
…
健
，
，
：
衛
，
…
生
、
，
，

▽
保
健
婦
を
二
名
増
員
し
、
健
康
管

理
の
お
手
伝
い
を
強
化
し
ま
す
。

▽
糖
尿
病
、
健
康
、
、
栄
養
、
成
人
健

康
な
ど
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
万
円

▽
二
つ
の
診
療
所
に
「
て
こ
入
れ
」

を
し
て
、
診
療
業
務
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
な

ど
七
つ
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
八
万
円

▽
循
環
器
、
結
核
、
寄
生
虫
予
防
な

小三
に愚

▽
地
元
高
校
の
寄
宿
舎
運
営
に
協
力

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
九
八
万
円

▽
均
衡
あ
る
献
立
に
よ
り
、
お
い
し

い
料
理
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
食
婦
賃
金
（
十
一
人
分
）竹田先生

（松里小）

ど
、
六
つ
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
六
四
九
七
万
円

▽
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
を
差
上
げ
、

母
子
と
も
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。
　
五
四
万
円

▽
母
子
保
健
の
推
進
、
乳
幼
児
検
診

を
実
施
し
ま
す
。
　
一
六
五
万
円

▽
患
者
輸
送
車
の
運
征
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
万
円

▽
応
急
薬
品
の
配
布
を
い
た
し
ま
す
。

区
域
は
布
川
・
下
川
手
・
大
荒
戸
・

中
立
山
・
田
麦
立
・
月
池
の
全
世
帯

で
す
。
　
　
　
　
　
　
七
二
万
円

，
屋
体
・
罷
鱈
体
慮
館
建
設

▽
三
省
小
の
屋
内
体
育
館
を
改
築
し

ま
す
。
鉄
骨
一
部
二
階
建
、

平
方
材
で
す
。

▽
東
川
小
と
松
之
山
中
の
グ
ラ
ン
ド

を
整
備
し
ま
す
。

ヤ

一
三
六
七
万
円

　
　
　
　
六
五
一

七
五
六
〇
万
円

　
　
　
　
東
川
小
　
　
　
七
〇
〇
万
円

　
　
　
松
之
山
中
　
　
一
六
〇
万
円

ご
　
▽
恵
ま
れ
な
い
児
童
、
生
徒
に
学
用

　
　
品
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
六
万
円

　
　
▽
遠
距
離
児
童
、
生
徒
に
通
学
補
助

を
し
ま
す
。
　
　
　
二
一
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
米
飯
給
食
を
続
け
ま
す
。

▽
距
離
用
の
ス
キ
ー
を
貸
与
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
万
円

（
小
学
校
二
四
台
、
中
学
校
十
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
万
円
　
　
　
▽
各
種
教
材
を
整
備
し
て
、
充
実
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
学
校
教
育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
二
万
円

　
　
　
．
一
一
一
＝
一
二
一
一
一
拙
一
一
一
一
禽
一
一
一
一
敏
□
肩

▽
「
い
ざ
り
織
り
」
を
伝
承
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
二
一
万
円

▽
町
体
育
協
会
の
設
立
を
検
討
す
る

ほ
か
、
体
力
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
各

種
行
事
を
行
い
ま
す
。
九
一
万
円

▽
高
令
者
教
室
、
ふ
る
さ
と
運
動
、

仲
間
づ
く
り
、
婦
人
学
級
な
ど
の
成

人
者
向
け
の
教
室
を
開
校
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
万
円

』
▽
「
は
た
ち
の
式
典
」
を
行
い
、
そ

の
時
の
記
録
を
残
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
万
円

▽
連
合
婦
人
会
は
じ
め
、
八
団
体
に

お
手
伝
い
を
し
て
そ
の
育
成
に
努
め

梅沢先生
（東川小）

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
四
二
万
円

▽
セ
ン
タ
ー
（
自
然
休
養
村
）
内
に

図
書
室
を
設
け
、
　
「
親
子
文
庫
」
な

ど
の
図
書
を
備
え
て
、
装
い
も
新
た

に
開
設
し
ま
す
。
　
　
四
八
万
円

▽
町
民
プ
ー
ル
を
今
年
も
ご
利
用
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
第
四
回
町
民
体
育
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
六
三
万
円

▽
町
民
体
育
館
を
休
養
村
セ
ン
タ
ー

の
隣
に
建
設
し
ま
す
。
延
面
積
一
、
二

七
一
平
方
灯
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
一
億
七
三
四
四
万
円

長田先生
（薫川小）

内山先生
（東川小）
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協
力
／
大
見
永
子
さ
ん
（
兎
ロ

印

6

蔚ρ　
診

　
鯉

へ

亀

外
浦
田

上の山綱曽櫨改節上加）

広域基幹林道開設

　　　（中原）

冬
ら　　松

　　　已．
　　セ

巳の下線改良

　（松之山）

、．驚鶏

備
（川手）

グランド整備

（松之山中）

東川、藤倉

舗装

　（中坪）

　
　
　
　
、
誌
る
場
賓
か
あ
黙

　
　
　
　
　
づ
』
、
麟
響
、
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

動
　
鱗
魁

磯
糞
齢
剤
毒

　
　
〇
●
轡
　
　
　
設

胃
旨
　
6
9
　
　

．
　
、
翻

藤倉、天水越線

（東川）

藤倉、外丸線舗装

　（中尾）

グランド整備（東川小）

お
も
な
建
設
事
業
の

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
ー

め

1
寸
属
ー

春の全国交通安全旬間5／”～20 ☆子供とお年寄を事故から守ろう　☆バイクの事故防止　☆シートベルトの着用



””II！IIロロ”ll”1”【7】1””””lll”1”il”””1”1”IIlllllll”III”””ll”1””III”II”1”ll”””ll””1””1”1”1””II”””1””1”Ill”1””””Illl”II””II”1”1””1”II””i”ll広報まつのやまNα651”””1“”II”llI
””””II”1”””1広報まつのやま　Nα6511111111”lllil”1”“””llII”II”III”III””ll”lll“”1”IIllll””””””IIll”1””lll”III”Ill”””1”II”””II”1”1”1”1”IIII”II”1””ll”””””II”II【6】1”””II”II”1“”

協
力
／
大
見
永
子
さ
ん
（
兎
ロ

印

6

蔚ρ　
診

　
鯉

へ

亀

外
浦
田

上の山綱曽櫨改節上加）

広域基幹林道開設

　　　（中原）

冬
ら　　松

　　　已．
　　セ

巳の下線改良

　（松之山）

、．驚鶏

備
（川手）

グランド整備

（松之山中）

東川、藤倉

舗装

　（中坪）

　
　
　
　
、
誌
る
場
賓
か
あ
黙

　
　
　
　
　
づ
』
、
麟
響
、
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

動
　
鱗
魁

磯
糞
齢
剤
毒

　
　
〇
●
轡
　
　
　
設

胃
旨
　
6
9
　
　

．
　
、
翻

藤倉、天水越線

（東川）

藤倉、外丸線舗装

　（中尾）

グランド整備（東川小）

お
も
な
建
設
事
業
の

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
ー

め

1
寸
属
ー

春の全国交通安全旬間5／”～20 ☆子供とお年寄を事故から守ろう　☆バイクの事故防止　☆シートベルトの着用



1
ゆ
日
1

1広報まつのやま　N・．651”””1”1””1””””””1””IIll”1”””1”””“”1”Ill””””Ill”llll”””””II””1”II”II”1””1””1”lll””1”II”””1”II””“”””””lll量”””1【8】

沼屋先生
（松之山中）

松
望
で

▽
水
稲
品
種
比
較
試
験
ホ
を
松
之
山

と
田
麦
立
に
設
置
す
る
ほ
か
、
基
盤

整
備
田
の
栽
培
基
準
ホ
を
上
川
手
・

西
之
前
・
天
水
越
に
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
万
円

▽
耕
土
培
養
資
材
（
ケ
イ
カ
ル
、
鉄

ゲ
ン
な
ど
）
を
十
彗
当
り
七
袋
を
基

準
と
し
て
、
二
〇
％
の
補
助
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
カ
メ
虫
病
除
を
一
斉
に
実
施
し
た

場
合
、
薬
剤
費
の
三
五
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
万
円

▽
水
稲
の
育
苗
舎
・
田
植
機
な
ど
の

購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。
　
（
上
川
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
大
厳
寺
原
牧
場
を
拡
張
し
（
一
、
七

診
）
牧
柵
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
八
万
円

▽
牧
場
運
営
（
松
里
農
協
管
理
）
に

補
助
し
、
一
層
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

宮沢先生
（松之山中）

生
　
中

先
　
山

　
之

田
　
松

石

衝
反
漱
ト
マ
ト
の
稀
団
地
ぞ
り

一
八
三
万
円

▽
肉
牛
を
販
売
し
て
、
価
格
が
㌔
当

り
一
、
六
〇
〇
円
よ
り
安
か
っ
た
場

合
、
そ
の
差
額
の
三
〇
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
万
円

▽
肉
用
牛
の
貸
付
け
頭
数
を
、
新
た

に
六
頭
増
や
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
牧
場
の
隣
に
建
設
し
た
「
直
売
所
」

周
辺
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
電
話

を
引
込
み
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
六
月

中
旬
の
予
定
で
す
。
　
五
一
四
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
（
転
作
）
が

続
き
ま
す
。
確
認
事
務
の
ほ
か
次
の

実
証
ホ
を
設
置
し
ま
す
。

㏄
暑
ト
〉
松
里

　
○
大
豆
　
　
ー
布
川

　
○
飼
料
作
物
ー
浦
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
万
円

で
し
ょ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
懇

談
会
を
実
施
し
て
、
農
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
　
　
一
五
八
万
円

▽
松
里
に
野
菜
の
モ
デ
ル
団
地
を
設

け
、
夏
秋
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導

．
入
す
る
ほ
か
、
選
果
施
設
、
畜
舎
も

建
設
し
ま
す
。
　
　
一
、
六
二
八
万
円

▽
町
森
林
組
合
の
運
営
に
補
助
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
七
六
八
万
円

▽
天
皇
在
位
五
十
周
年
記
念
造
林
を

行
う
ほ
か
、
東
山
、
坪
野
、
水
梨
、

田
麦
立
の
町
有
林
を
下
刈
り
保
育
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
八
一
五
万
円

▽
農
業
共
済
事
業
の
運
営
費
と
し
て

事
務
費
を
次
に
よ
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
水
稲
（
十
艀
，
当
り
）
　
　
六
〇
円

　
蚕
繭
（
一
箱
〃
）
　
　
五
〇
円

　
家
畜
（
一
頭
〃
）
　
三
〇
〇
円

　
均
等
（
一
戸
〃
）
　
一
〇
〇
円

江ロ先生
（松之山中）

山岸先生
　（浦田中）

か
っ
た
こ
と
で
、
一
戸
平
均
一
、
一
二

五
円
を
加
入
者
に
払
い
も
ど
し
ま
す
。

▽
農
業
共
済
事
業
で
は
、
希
望
者
に

農
薬
散
布
機
（
二
〇
台
分
）
の
購
入
補

助
を
し
ま
す
。
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
特
産
物
と
し
て
何
が
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
、
　
「
キ
ワ
ダ
」
を
植
え

た
の
に
続
い
て
、
今
年
は
「
三
ま
た

楮
」
な
ど
和
紙
の
原
料
樹
を
町
有
林

に
試
植
し
ま
す
。
　
（
二
診
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
万
円

▽
二
次
林
構
事
業
で
大
厳
寺
原
牧
場

の
周
辺
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
次
の
事
業
を
予
定
し
ま
す
。

土
　
地
　
改
　
良

▽
農
免
農
道
（
曽
根
線
）
を
舗
装
す

る
た
め
県
に
納
め
ま
す
。
（
長
さ
一
、

一
五
〇
材
）
　
　
　
　
二
九
四
万
円

▽
老
朽
た
め
池
（
湯
之
島
）
を
改
修

す
る
た
め
県
に
納
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ご
一
万
円

松永朱生
　（浦田中）

◎
林
道
「
城
の
越
線
」
の
測
量
。
こ

れ
は
中
原
の
奥
か
ら
城
山
を
通
り
、

峰
越
林
道
に
接
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
万
円

◎
管
理
道
路
の
開
設
。
駐
車
場
か
ら

ナ
メ
コ
園
の
脇
を
通
り
、
植
樹
祭
を

行
っ
た
所
ま
で
で
す
。
　
（
長
さ
六
二

〇
督
、
幅
四
督
）

◎
総
合
案
内
所
を
直
売
所
の
附
近
に

建
設
し
ま
す
・
（
充
三
入
平
方
琶
係

◎
移
動
式
便
所
（
三
ヵ
所
）
の

◎
ご
み
焼
却
施
設
（
三
基
）
集

◎
バ
ン
ガ
・
⊥
キ
ャ
ン
プ
の
簡
易
募

宿
泊
施
設
）
五
む
ね
称

◎
案
内
用
放
送
施
設
（
直
売
所
）
名

◎
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
花
木
の
植
種
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売

　
　
…
門
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

調
査
設
計
費
と
し
て
県
に
納
め
ま
す
・
業

　
　
　
　
　
　
　
　
九
△
万
円
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

▽
田
な
ら
し
、
農
道
開
設
、
畑
造
成

（
町
単
独
事
業
）
を
さ
れ
る
方
に
事

業
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
四
万
円

▽
農
家
は
、
A
．
何
を
望
ん
で
い
る
の
　
　
▽
共
済
の
対
象
に
な
る
被
害
が
少
な
　
　
▽
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
松
里
）
の
　
▽
今
年
か
ら
湯
之
島
地
区
で
、
農
村

ハガキでも、電話でもあて先…役
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基
盤
総
合
整
備
事
業
（
ミ
ニ
総
パ
）
に

着
手
し
ま
す
。
今
年
は
、
上
水
道
管

の
埋
設
七
〇
〇
督
、
農
道
の
開
設
二

七
〇
材
で
す
。
　
　
二
、
六
二
六
万
円

▽
川
手
（
一
〇
・
九
診
）
、
西
之
前
（
六
・

八
珍
）
、
天
水
越
（
三
・
八
珍
）
の
各
地

区
で
ホ
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
億
三
、
六
九
五
万
円

商
　
工

▽
田
麦
立
地
区
で
次
の
事
業
を
行
い

ま
す
。
　
（
農
道
開
設
五
〇
〇
摺
、
ホ

場
整
備
四
・
五
診
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
八
三
万
円

▽
昨
年
の
集
中
豪
雨
（
六
・
二
六
）
に

ょ
る
小
谷
地
区
ほ
か
二
十
三
カ
所
の

農
地
、
溜
池
、
農
道
な
ど
の
災
害
復

旧
を
し
ま
す
。
　
三
、
七
六
〇
万
円

観
光

▽
共
同
浴
場
を
補
修
し
て
、
広
く
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
　
二
〇
万
円

▽
野
鳥
こ
け
し
、
ワ
ラ
細
工
な
ど
内

職
完
成
品
の
取
り
ま
と
め
、
出
荷
を

続
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
出
稼
ぎ
先
で
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開

催
す
る
ほ
か
、
十
五
の
事
業
所
で
懇

談
会
を
開
き
ま
す
。
　
　
七
〇
万
円

▽
天
然
記
念
物
「
大
樟
」
を
保
護
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
九
万
円

出
稼
ぎ
・
内
職

▽
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
へ
「
故
郷
の
も

よ
う
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
日
刊
新

聞
、
子
供
た
ち
の
作
文
を
送
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
万
円

▽
正
月
帰
省
、
再
赴
任
バ
ス
の
運
行

を
し
ま
す
。
　
（
東
京
・
名
古
屋
）

や
く
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
〇
万
円

▽
出
稼
ぎ
先
で
農
業
の
先
進
地
視
察

を
行
う
ほ
か
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
が
健
康
で
あ
る

よ
う
に
色
々
な
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
万
円

▽
町
商
工
会
へ
の
補
助
金
は
、
十
万

円
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円

▽
町
内
の
小
企
業
経
営
者
に
貸
付
け

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
と
町
が
二

〇
〇
万
円
ず
つ
、
銀
行
が
八
○
○
万

円
そ
れ
ぞ
れ
出
資
し
て
貸
付
け
る
も

の
で
す
。

　
低
利
（
六
％
）
な
上
、
無
担
保
な

ど
の
こ
と
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
借
入
れ
申
込
み
は
、
年
二
回
（
四

月
と
十
月
）
町
商
工
会
事
務
局
（
曾

二
一
七
五
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

村山先生
（松之山高）

▽
県
内
外
で
「
温
泉
郷
・
松
之
山
」

を
宣
伝
し
ま
す
。
　
　
　
八
○
万
円

▽
お
客
さ
ん
が
残
し
た
「
ご
み
」
の

山
に
閉
口
し
て
い
ま
す
。
清
掃
人
夫

賃
の
ほ
か
、
く
ず
か
ご
を
設
置
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
十
五
万
円

▽
案
内
板
、
案
内
標
識
、
道
路
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。
　
　
一
二
八
万
円

▽
大
松
山
な
ど
に
「
ベ
ン
チ
」
を
設

置
す
る
ほ
か
、
大
池
に
「
移
動
式
便

所
」
を
設
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

生
ー

先
高
　
山

呉
之
　
舩

丹

盤
智
宏
前
」
も
％
ザ
ら
漢
遙

▽
今
年
は
「
町
長
」
と
「
町
議
会
議

員
」
そ
れ
に
「
町
農
業
委
員
」
の
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
　
　
二
一
二
万
円

▽
町
総
合
計
画
の
事
業
計
画
（
5
5
年

～
57
年
度
）
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
万
円

▽
牧
場
に
あ
る
「
直
売
所
」
と
「
畜

舎
」
に
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
万
円

▽
固
定
資
産
税
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

生
　
高

先
山

原
之

　
舩

石

タ
：
（
電
子
計
算
機
）
で
処
理
す
る

ほ
か
、
納
付
書
な
ど
の
氏
名
を
カ
タ

カ
ナ
か
ら
漢
字
に
し
て
、
読
み
易
く

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
二
一
四
万
円

▽
四
種
の
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

商
業
、
工
業
そ
れ
に
農
林
業
セ
ン
サ

ス
な
ど
で
す
。
　
　
　
一
三
四
万
円

▽
今
ま
で
に
数
多
く
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
費

は
そ
れ
ぞ
れ
有
利
な
地
方
債
（
借
入

金
）
の
力
を
借
り
て
き
ま
し
た
。

飯田主事
　（松里小）

牧出主事
　（浦田小）

　
こ
の
分
に
係
る
元
金
・
利
息
の
返

済
は
、
元
金
分
八
十
二
件
・
利
息
分

百
十
三
件
そ
れ
に
両
方
分
が
二
件
と

な
り
ま
す
。

　
元
金
分
　
　
　
八
、
一
五
六
万
円

　
利
息
分
　
　
　
九
、
一
〇
八
万
円

　
元
金
と
利
息
分
　
　
　
八
三
万
円

　
　
合
計
　
一
億
七
、
三
四
七
万
円

　
ち
な
み
に
、
今
年
予
定
し
て
い
る

百
万
円
以
上
の
事
業
で
、
地
方
債
の

メ切日…5月21日（月）所に名前を付けて下さい。

充
当
額
は
、
3
1
件
、
四
億
三
、
一
五
〇
由
冗

万
円
と
な
り
、
歳
入
総
額
の
三
・
五
直

％
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇

佐藤主事
（松之山中）

牧場
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沼屋先生
（松之山中）

松
望
で

▽
水
稲
品
種
比
較
試
験
ホ
を
松
之
山

と
田
麦
立
に
設
置
す
る
ほ
か
、
基
盤

整
備
田
の
栽
培
基
準
ホ
を
上
川
手
・

西
之
前
・
天
水
越
に
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
万
円

▽
耕
土
培
養
資
材
（
ケ
イ
カ
ル
、
鉄

ゲ
ン
な
ど
）
を
十
彗
当
り
七
袋
を
基

準
と
し
て
、
二
〇
％
の
補
助
を
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
カ
メ
虫
病
除
を
一
斉
に
実
施
し
た

場
合
、
薬
剤
費
の
三
五
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
万
円

▽
水
稲
の
育
苗
舎
・
田
植
機
な
ど
の

購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。
　
（
上
川
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
大
厳
寺
原
牧
場
を
拡
張
し
（
一
、
七

診
）
牧
柵
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
八
万
円

▽
牧
場
運
営
（
松
里
農
協
管
理
）
に

補
助
し
、
一
層
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

宮沢先生
（松之山中）

生
　
中

先
　
山

　
之

田
　
松

石

衝
反
漱
ト
マ
ト
の
稀
団
地
ぞ
り

一
八
三
万
円

▽
肉
牛
を
販
売
し
て
、
価
格
が
㌔
当

り
一
、
六
〇
〇
円
よ
り
安
か
っ
た
場

合
、
そ
の
差
額
の
三
〇
％
を
補
助
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
万
円

▽
肉
用
牛
の
貸
付
け
頭
数
を
、
新
た

に
六
頭
増
や
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
牧
場
の
隣
に
建
設
し
た
「
直
売
所
」

周
辺
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
電
話

を
引
込
み
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
六
月

中
旬
の
予
定
で
す
。
　
五
一
四
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
（
転
作
）
が

続
き
ま
す
。
確
認
事
務
の
ほ
か
次
の

実
証
ホ
を
設
置
し
ま
す
。

㏄
暑
ト
〉
松
里

　
○
大
豆
　
　
ー
布
川

　
○
飼
料
作
物
ー
浦
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
万
円

で
し
ょ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
懇

談
会
を
実
施
し
て
、
農
政
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
　
　
一
五
八
万
円

▽
松
里
に
野
菜
の
モ
デ
ル
団
地
を
設

け
、
夏
秋
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
導

．
入
す
る
ほ
か
、
選
果
施
設
、
畜
舎
も

建
設
し
ま
す
。
　
　
一
、
六
二
八
万
円

▽
町
森
林
組
合
の
運
営
に
補
助
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
七
六
八
万
円

▽
天
皇
在
位
五
十
周
年
記
念
造
林
を

行
う
ほ
か
、
東
山
、
坪
野
、
水
梨
、

田
麦
立
の
町
有
林
を
下
刈
り
保
育
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
八
一
五
万
円

▽
農
業
共
済
事
業
の
運
営
費
と
し
て

事
務
費
を
次
に
よ
り
い
た
だ
き
ま
す
。

　
水
稲
（
十
艀
，
当
り
）
　
　
六
〇
円

　
蚕
繭
（
一
箱
〃
）
　
　
五
〇
円

　
家
畜
（
一
頭
〃
）
　
三
〇
〇
円

　
均
等
（
一
戸
〃
）
　
一
〇
〇
円

江ロ先生
（松之山中）

山岸先生
　（浦田中）

か
っ
た
こ
と
で
、
一
戸
平
均
一
、
一
二

五
円
を
加
入
者
に
払
い
も
ど
し
ま
す
。

▽
農
業
共
済
事
業
で
は
、
希
望
者
に

農
薬
散
布
機
（
二
〇
台
分
）
の
購
入
補

助
を
し
ま
す
。
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
特
産
物
と
し
て
何
が
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
、
　
「
キ
ワ
ダ
」
を
植
え

た
の
に
続
い
て
、
今
年
は
「
三
ま
た

楮
」
な
ど
和
紙
の
原
料
樹
を
町
有
林

に
試
植
し
ま
す
。
　
（
二
診
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
万
円

▽
二
次
林
構
事
業
で
大
厳
寺
原
牧
場

の
周
辺
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
次
の
事
業
を
予
定
し
ま
す
。

土
　
地
　
改
　
良

▽
農
免
農
道
（
曽
根
線
）
を
舗
装
す

る
た
め
県
に
納
め
ま
す
。
（
長
さ
一
、

一
五
〇
材
）
　
　
　
　
二
九
四
万
円

▽
老
朽
た
め
池
（
湯
之
島
）
を
改
修

す
る
た
め
県
に
納
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ご
一
万
円

松永朱生
　（浦田中）

◎
林
道
「
城
の
越
線
」
の
測
量
。
こ

れ
は
中
原
の
奥
か
ら
城
山
を
通
り
、

峰
越
林
道
に
接
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
万
円

◎
管
理
道
路
の
開
設
。
駐
車
場
か
ら

ナ
メ
コ
園
の
脇
を
通
り
、
植
樹
祭
を

行
っ
た
所
ま
で
で
す
。
　
（
長
さ
六
二

〇
督
、
幅
四
督
）

◎
総
合
案
内
所
を
直
売
所
の
附
近
に

建
設
し
ま
す
・
（
充
三
入
平
方
琶
係

◎
移
動
式
便
所
（
三
ヵ
所
）
の

◎
ご
み
焼
却
施
設
（
三
基
）
集

◎
バ
ン
ガ
・
⊥
キ
ャ
ン
プ
の
簡
易
募

宿
泊
施
設
）
五
む
ね
称

◎
案
内
用
放
送
施
設
（
直
売
所
）
名

◎
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
花
木
の
植
種
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売

　
　
…
門
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

調
査
設
計
費
と
し
て
県
に
納
め
ま
す
・
業

　
　
　
　
　
　
　
　
九
△
万
円
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

▽
田
な
ら
し
、
農
道
開
設
、
畑
造
成

（
町
単
独
事
業
）
を
さ
れ
る
方
に
事

業
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
四
万
円

▽
農
家
は
、
A
．
何
を
望
ん
で
い
る
の
　
　
▽
共
済
の
対
象
に
な
る
被
害
が
少
な
　
　
▽
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
松
里
）
の
　
▽
今
年
か
ら
湯
之
島
地
区
で
、
農
村

ハガキでも、電話でもあて先…役

””””18”1”8””【g1”””llol”III”ll”””””1”lll”IIlll”””llIlllll””1”II”III”ll”””IIIIII”1””””1”Illl”1””””1”II”IllIII”II”””II””llll”II“”IIlll”III””広報まつのやま　Nα65”1””III””1”i”

基
盤
総
合
整
備
事
業
（
ミ
ニ
総
パ
）
に

着
手
し
ま
す
。
今
年
は
、
上
水
道
管

の
埋
設
七
〇
〇
督
、
農
道
の
開
設
二

七
〇
材
で
す
。
　
　
二
、
六
二
六
万
円

▽
川
手
（
一
〇
・
九
診
）
、
西
之
前
（
六
・

八
珍
）
、
天
水
越
（
三
・
八
珍
）
の
各
地

区
で
ホ
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
一
億
三
、
六
九
五
万
円

商
　
工

▽
田
麦
立
地
区
で
次
の
事
業
を
行
い

ま
す
。
　
（
農
道
開
設
五
〇
〇
摺
、
ホ

場
整
備
四
・
五
診
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
八
三
万
円

▽
昨
年
の
集
中
豪
雨
（
六
・
二
六
）
に

ょ
る
小
谷
地
区
ほ
か
二
十
三
カ
所
の

農
地
、
溜
池
、
農
道
な
ど
の
災
害
復

旧
を
し
ま
す
。
　
三
、
七
六
〇
万
円

観
光

▽
共
同
浴
場
を
補
修
し
て
、
広
く
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
　
二
〇
万
円

▽
野
鳥
こ
け
し
、
ワ
ラ
細
工
な
ど
内

職
完
成
品
の
取
り
ま
と
め
、
出
荷
を

続
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
八
四
万
円

▽
出
稼
ぎ
先
で
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開

催
す
る
ほ
か
、
十
五
の
事
業
所
で
懇

談
会
を
開
き
ま
す
。
　
　
七
〇
万
円

▽
天
然
記
念
物
「
大
樟
」
を
保
護
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
九
万
円

出
稼
ぎ
・
内
職

▽
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
へ
「
故
郷
の
も

よ
う
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
日
刊
新

聞
、
子
供
た
ち
の
作
文
を
送
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
万
円

▽
正
月
帰
省
、
再
赴
任
バ
ス
の
運
行

を
し
ま
す
。
　
（
東
京
・
名
古
屋
）

や
く
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
〇
万
円

▽
出
稼
ぎ
先
で
農
業
の
先
進
地
視
察

を
行
う
ほ
か
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
が
健
康
で
あ
る

よ
う
に
色
々
な
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
万
円

▽
町
商
工
会
へ
の
補
助
金
は
、
十
万

円
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
万
円

▽
町
内
の
小
企
業
経
営
者
に
貸
付
け

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
と
町
が
二

〇
〇
万
円
ず
つ
、
銀
行
が
八
○
○
万

円
そ
れ
ぞ
れ
出
資
し
て
貸
付
け
る
も

の
で
す
。

　
低
利
（
六
％
）
な
上
、
無
担
保
な

ど
の
こ
と
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
借
入
れ
申
込
み
は
、
年
二
回
（
四

月
と
十
月
）
町
商
工
会
事
務
局
（
曾

二
一
七
五
）
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

村山先生
（松之山高）

▽
県
内
外
で
「
温
泉
郷
・
松
之
山
」

を
宣
伝
し
ま
す
。
　
　
　
八
○
万
円

▽
お
客
さ
ん
が
残
し
た
「
ご
み
」
の

山
に
閉
口
し
て
い
ま
す
。
清
掃
人
夫

賃
の
ほ
か
、
く
ず
か
ご
を
設
置
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
十
五
万
円

▽
案
内
板
、
案
内
標
識
、
道
路
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。
　
　
一
二
八
万
円

▽
大
松
山
な
ど
に
「
ベ
ン
チ
」
を
設

置
す
る
ほ
か
、
大
池
に
「
移
動
式
便

所
」
を
設
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

生
ー

先
高
　
山

呉
之
　
舩

丹

盤
智
宏
前
」
も
％
ザ
ら
漢
遙

▽
今
年
は
「
町
長
」
と
「
町
議
会
議

員
」
そ
れ
に
「
町
農
業
委
員
」
の
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
　
　
二
一
二
万
円

▽
町
総
合
計
画
の
事
業
計
画
（
5
5
年

～
57
年
度
）
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
万
円

▽
牧
場
に
あ
る
「
直
売
所
」
と
「
畜

舎
」
に
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
万
円

▽
固
定
資
産
税
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

生
　
高

先
山

原
之

　
舩

石

タ
：
（
電
子
計
算
機
）
で
処
理
す
る

ほ
か
、
納
付
書
な
ど
の
氏
名
を
カ
タ

カ
ナ
か
ら
漢
字
に
し
て
、
読
み
易
く

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
二
一
四
万
円

▽
四
種
の
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

商
業
、
工
業
そ
れ
に
農
林
業
セ
ン
サ

ス
な
ど
で
す
。
　
　
　
一
三
四
万
円

▽
今
ま
で
に
数
多
く
の
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
費

は
そ
れ
ぞ
れ
有
利
な
地
方
債
（
借
入

金
）
の
力
を
借
り
て
き
ま
し
た
。

飯田主事
　（松里小）

牧出主事
　（浦田小）

　
こ
の
分
に
係
る
元
金
・
利
息
の
返

済
は
、
元
金
分
八
十
二
件
・
利
息
分

百
十
三
件
そ
れ
に
両
方
分
が
二
件
と

な
り
ま
す
。

　
元
金
分
　
　
　
八
、
一
五
六
万
円

　
利
息
分
　
　
　
九
、
一
〇
八
万
円

　
元
金
と
利
息
分
　
　
　
八
三
万
円

　
　
合
計
　
一
億
七
、
三
四
七
万
円

　
ち
な
み
に
、
今
年
予
定
し
て
い
る

百
万
円
以
上
の
事
業
で
、
地
方
債
の

メ切日…5月21日（月）所に名前を付けて下さい。

充
当
額
は
、
3
1
件
、
四
億
三
、
一
五
〇
由
冗

万
円
と
な
り
、
歳
入
総
額
の
三
・
五
直

％
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇

佐藤主事
（松之山中）

牧場
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線
鋒
妙
鱈
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
、
直
賑
。

ざ
・
と
“
側
万
円
浮
く

　
　
　
　
　
　
謝
妻
靹
細
温
き
…
マ
萎
ー

53

年
度
町
予
算
・
除
雪
費
な
ど
で

　
町
議
会
は
三
月
定
例
会
を
、
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し

た
。　

審
議
し
た
議
案
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
町
予
算
（
四
会
計
）
の
ほ
か
、
議
員
提
案
（

二
件
）
を
含
む
二
十
六
件
で
、
全
議
案
が
全
員
賛
成
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
可
決
し
た
内
訳
は
、
予
算
五
件
、
条
例
の
一
部
改
正
、
制
定
十
五
件
そ
の
他
で
、

　
「
国
民
健
康
保
険
条
例
」
を
全
文
改
正
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
町
長
の
施
政
方
針
、
一
般
会
計
予
算
案
を
上
程
、
説
明
の
後
、
二
日

目
の
九
日
、
朝
か
ら
十
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
七
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
補
正
予
算
な
ど
五
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
、
臨
時
会
で
決
っ
た
も
の
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
予
算
　
の
　
補
正

　
（
図
年
度
予
算
）

▽
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
別
項
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り

で
す
。

　
伸
び
率
は
①
一
般
会
計
一
六
・
四

％
②
国
保
会
計
七
・
四
％
③
簡
水
会

計
四
三
四
・
一
％
④
農
業
共
済
会
計

一
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
町
内
の
医
療
機
関
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ー
町
外
の
支
払
い
3
0
万
円
増
ー

　
（
53
年
度
予
算
）
　
　
　
　
　
　
　
次
が
八
千
百
六
十
五
万
八
千
円
の
減

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
第
七
回
が
　
　
額
で
す
。

七
百
二
十
七
万
九
千
円
の
追
加
で
、
　
　
こ
れ
で
、
予
算
総
額
は
十
八
億
千

六
百
十
八
万
七
千
円
と
な
り
、
当
初

予
算
額
よ
り
九
千
七
百
九
十
四
万
三

千
円
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
特
別
会
計
は
、
国
保
が
四
百

四
十
八
万
二
千
円
減
額
し
、
総
額
三

億
二
千
六
百
三
十
八
万
五
千
円
。

　
簡
水
は
、
会
計
内
相
殺
で
総
額
に

変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
共
済
会
計
は
、
三
十
五
万
四

千
円
追
加
し
て
、
総
額
は
八
千
三
百

十
二
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
補
正
し
た
主
な
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
大
厳
寺
原
牧
場
の
運
営
に
補
助
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
（
減
反
）
の

転
作
補
助
金
、
田
な
ら
し
、
農
道
整

備
に
補
助
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
七
万
円

▽
町
乗
用
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
万
円

▽
職
員
が
退
職
し
た
た
め
に
、
特
別

負
担
し
ま
し
た
。
　
四
五
二
万
円

▽
農
工
団
地
・
浦
田
保
育
所
な
ど
の

用
地
取
得
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
一
、
二
八
一
万
円

▽
路
線
バ
ス
の
赤
字
に
、
補
助
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
二
四
九
万
円

▽
松
之
山
保
育
所
の
水
道
を
修
理
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
二
十
周
年
記
念
映
画
が
完
成
し
ま

し
た
。
　
「
二
十
歳
の
ま
つ
の
や
ま
」

を
将
来
へ
の
記
録
と
し
て
残
す
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
二
二
二
万
円

▽
正
月
帰
省
バ
ス
の
利
用
者
が
計
画

よ
り
減
り
ま
し
た
。
△
九
〇
万
円

▽
亀
石
（
浦
田
）
に
牧
草
地
を
一
・

六
鴛
造
成
し
ま
し
た
。
五
十
万
円

▽
町
道
の
補
修
用
敷
砂
利
を
購
入
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
i
（
タ
イ
ヤ
の
除

雪
機
械
）
で
除
雪
す
る
場
合
、
横
ま

た
は
上
方
に
排
雪
す
る
部
品
を
購
入

し
ま
し
た
。
　
　
　
一
五
三
万
円

▽
火
災
が
多
発
し
、
団
員
の
出
動
手

当
、
ポ
ン
プ
の
修
理
費
が
か
さ
み
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
五
一
万
円

▽
県
下
中
学
ス
キ
ー
大
会
の
出
場
費

を
補
助
し
ま
し
た
。
　
四
五
万
円

▽
資
料
館
（
湯
山
）
に
展
示
し
て
あ

る
民
具
を
テ
ー
プ
で
案
内
放
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
万
円

▽
暖
冬
少
雪
の
恩
恵
で
、
学
校
な
ど

の
屋
根
・
道
路
の
除
雪
人
夫
賃
が
大

巾
に
残
り
ま
し
た
。
（
四
会
計
全
体
で
）

　
　
　
　
　
　
一
、
○
〇
三
万
円

▽
予
備
費
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
三
万
円

㎜
　
▽
こ
の
ほ
か
、
ホ
場
整
備
事
業
・
二

㎜
次
林
構
事
業
・
災
害
復
旧
事
業
な
ど

㎜
の
事
業
費
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

　面
減
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

Nまつま　ま や
▽
患
者
の
方
々
が
、
町
内
の
診
療
所

の
な
ど
で
受
診
せ
ず
、
他
町
村
の
そ
れ

　
に
受
診
さ
れ
た
方
が
多
い
た
め
、
そ

報
こ
に
支
払
う
　
医
療
費
が
増
え
ま
し

広
た
・

　
　
町
内
分
　
　
△
一
、
五
〇
〇
万
円

　
　
他
町
村
分
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

　
▽
高
額
療
養
費
の
支
給
が
増
え
ま
し

　
た
。
　
　
　
　
　
　
一
八
一
万
円

　
▽
薬
品
代
を
節
約
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
松
里
簡
水
の
落
雷
に
よ
る
機
械
修

理
・
湯
本
の
消
火
栓
修
理
、
そ
れ
に

県
道
改
良
工
事
に
よ
る
給
水
管
の
埋

設
が
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
万
円

　
　
　

　
　
円

　
　
位

　
　
悼

　
　
額

　
　
酬

　
　
報

　
　
の

　
　
職

　
　
別

　
　
特

懐男

条
例
の
改
正

国
民
健
康

保
険
税
出
生
．
死
亡
の
場
合

そ
の
月
分
か
ら
増
減
し
ま
す
。

▽
農
業
委
員
会
長
、
教
育
委
員
長
な

ど
の
報
酬
を
引
上
げ
ま
し
た
。
　
（
別

表
の
と
お
り
で
す
）

▽
保
健
婦
二
人
を
採
用
し
、
、
町
職
員

の
定
数
が
一
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
出
張
旅
費
で
、
夜
間
に
帰

庁
し
た
場
合
「
夕
食
料
」
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
消
防
団
員
の
災
害
出
動
手
当
な
ど

を
引
上
げ
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
「
人
等
割
」

を
改
正
し
ま
し
た
。
「
出
生
・
死
亡
」

な
ど
に
よ
り
、
人
員
に
異
動
が
生
じ

た
場
合
、
生
じ
た
月
分
か
ら
増
減
し

た
後
の
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
火
葬
料
金
が
一
万
円
に
な
り
ま
し

た
。▽

東
川
小
の
教
員
住
宅
を
移
築
し
た

こ
と
に
よ
り
、
住
所
が
変
り
ま
し
た
。

職　　　　名 報酬額

農業委員会会　　長 年額105，000

〃　　会長代理 〃　80，000

〃　　委　　員 〃　73，000

〃委員（議会選出） 〃　57，000

教育委員会委員長 〃　105，000

〃　　委　　員 〃　73，000

監査委員　学識経験者 〃　84，000

〃　　議会選出者 〃　57，000

選挙管理委員会委員長 〃　48，000

〃　　委　　員 〃　40，000

交　通　指　導　員 〃　26，000

部　落　嘱　託　員 〃3，783，900

老人福祉相　談員 月額’12，000

▽
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
は
、
教
育
委

員
会
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
出
産

し
た
場
合
八
万
円
を
、
ま
た
死
亡
し

た
場
合
二
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
川
手
地
区
と
湯
之
島
地
区
に
簡
易

水
道
を
設
置
し
、
特
別
会
計
に
仲
間

入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
水
道
料
金
が
変
り
ま
し
た
。
一
般

家
庭
の
料
金
（
①
基
本
は
、
十
立
方

塀
当
り
、
②
超
過
は
一
立
方
屑
当
り
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

湯
本
①
三
〇
〇
円

松
諾
①
九
〇
〇
円

湯
山
①
七
〇
〇
円

松
里
①
一
、
七
〇
〇
円

川
手
①
二
、
0
8
円

湯
壼
①
一
、
五
〇
〇
円

②
三
〇
円

②
九
〇
円

②
七
〇
円

②
一
六
〇
円

②
二
8
円

②
五
〇
円

そ
の
他

▽
道
路
改
良
な
ど
に
よ
り
、
町
道
の

幅
員
・
延
長
が
変
っ
た
た
め
十
五
路

線
の
内
容
変
更
と
坂
下
地
内
で
新
し

く
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

▽
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施
行
を
し

ま
す
。
　
（
別
項
で
紹
介
）
こ
の
地
元

負
担
金
が
決
り
ま
し
た
。
　
（
田
・
十

ノ
当
り
）

　
川
手
地
区
　
　
　
四
八
ご
八
一
円

西
之
前
〃
　
　
　
六
〇
〇
〇
〇
円

天
水
越
〃
　
　
一
三
二
、
五
七
六
円

田
麦
立
〃
　
　
二
九
四
六
六
七
円

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

湯
之
島
〃
（
老
溜
補
修
）
二
二
四
七
八
円

▽
郡
内
の
各
町
村
が
一
体
と
な
っ
て

「
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
」

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
予
防
接
種
に
よ
る
事
故
を

円
滑
に
処
理
す
る
た
め
設
け
た
も
の

で
す
。

▽
黒
倉
地
内
を
通
る
町
道
の
改
良
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
を
借
入

れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
万
円

議
員
提
案
ー
2
件

▽
国
鉄
ロ
：
カ
ル
線
の
存
続
を
要
請

す
る
。
▽
議
会
で
は
意
見
書
と
し

て
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

▽
新
幹
線
整
備
計
画
五
線
の
早
期
着

工
を
含
む
陸
上
公
共
輸
送
の
維
持
整

備
に
つ
い
て
　
▽
前
件
同
様
で
す
。

請
願

▽
東
川
の
出
合
橋
附
近
を
早
期
に
護

岸
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。
　
　
下
蝦

池
部
落
総
代
・
大
見
勝
平
さ
ん
外
五

名
。
ワ
V
町
当
局
へ
こ
の
旨
を
伝
え

て
、
着
工
に
努
力
し
で
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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線
鋒
妙
鱈
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
、
直
賑
。

ざ
・
と
“
側
万
円
浮
く

　
　
　
　
　
　
謝
妻
靹
細
温
き
…
マ
萎
ー

53

年
度
町
予
算
・
除
雪
費
な
ど
で

　
町
議
会
は
三
月
定
例
会
を
、
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し

た
。　

審
議
し
た
議
案
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
町
予
算
（
四
会
計
）
の
ほ
か
、
議
員
提
案
（

二
件
）
を
含
む
二
十
六
件
で
、
全
議
案
が
全
員
賛
成
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
可
決
し
た
内
訳
は
、
予
算
五
件
、
条
例
の
一
部
改
正
、
制
定
十
五
件
そ
の
他
で
、

　
「
国
民
健
康
保
険
条
例
」
を
全
文
改
正
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
町
長
の
施
政
方
針
、
一
般
会
計
予
算
案
を
上
程
、
説
明
の
後
、
二
日

目
の
九
日
、
朝
か
ら
十
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
七
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
補
正
予
算
な
ど
五
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
、
臨
時
会
で
決
っ
た
も
の
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
予
算
　
の
　
補
正

　
（
図
年
度
予
算
）

▽
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
別
項
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り

で
す
。

　
伸
び
率
は
①
一
般
会
計
一
六
・
四

％
②
国
保
会
計
七
・
四
％
③
簡
水
会

計
四
三
四
・
一
％
④
農
業
共
済
会
計

一
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
町
内
の
医
療
機
関
を
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ー
町
外
の
支
払
い
3
0
万
円
増
ー

　
（
53
年
度
予
算
）
　
　
　
　
　
　
　
次
が
八
千
百
六
十
五
万
八
千
円
の
減

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
第
七
回
が
　
　
額
で
す
。

七
百
二
十
七
万
九
千
円
の
追
加
で
、
　
　
こ
れ
で
、
予
算
総
額
は
十
八
億
千

六
百
十
八
万
七
千
円
と
な
り
、
当
初

予
算
額
よ
り
九
千
七
百
九
十
四
万
三

千
円
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
特
別
会
計
は
、
国
保
が
四
百

四
十
八
万
二
千
円
減
額
し
、
総
額
三

億
二
千
六
百
三
十
八
万
五
千
円
。

　
簡
水
は
、
会
計
内
相
殺
で
総
額
に

変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
共
済
会
計
は
、
三
十
五
万
四

千
円
追
加
し
て
、
総
額
は
八
千
三
百

十
二
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
補
正
し
た
主
な
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▽
大
厳
寺
原
牧
場
の
運
営
に
補
助
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

▽
水
田
利
用
再
編
対
策
（
減
反
）
の

転
作
補
助
金
、
田
な
ら
し
、
農
道
整

備
に
補
助
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
七
万
円

▽
町
乗
用
車
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
万
円

▽
職
員
が
退
職
し
た
た
め
に
、
特
別

負
担
し
ま
し
た
。
　
四
五
二
万
円

▽
農
工
団
地
・
浦
田
保
育
所
な
ど
の

用
地
取
得
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
一
、
二
八
一
万
円

▽
路
線
バ
ス
の
赤
字
に
、
補
助
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
二
四
九
万
円

▽
松
之
山
保
育
所
の
水
道
を
修
理
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
七
四
万
円

▽
二
十
周
年
記
念
映
画
が
完
成
し
ま

し
た
。
　
「
二
十
歳
の
ま
つ
の
や
ま
」

を
将
来
へ
の
記
録
と
し
て
残
す
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
二
二
二
万
円

▽
正
月
帰
省
バ
ス
の
利
用
者
が
計
画

よ
り
減
り
ま
し
た
。
△
九
〇
万
円

▽
亀
石
（
浦
田
）
に
牧
草
地
を
一
・

六
鴛
造
成
し
ま
し
た
。
五
十
万
円

▽
町
道
の
補
修
用
敷
砂
利
を
購
入
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
i
（
タ
イ
ヤ
の
除

雪
機
械
）
で
除
雪
す
る
場
合
、
横
ま

た
は
上
方
に
排
雪
す
る
部
品
を
購
入

し
ま
し
た
。
　
　
　
一
五
三
万
円

▽
火
災
が
多
発
し
、
団
員
の
出
動
手

当
、
ポ
ン
プ
の
修
理
費
が
か
さ
み
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
五
一
万
円

▽
県
下
中
学
ス
キ
ー
大
会
の
出
場
費

を
補
助
し
ま
し
た
。
　
四
五
万
円

▽
資
料
館
（
湯
山
）
に
展
示
し
て
あ

る
民
具
を
テ
ー
プ
で
案
内
放
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
万
円

▽
暖
冬
少
雪
の
恩
恵
で
、
学
校
な
ど

の
屋
根
・
道
路
の
除
雪
人
夫
賃
が
大

巾
に
残
り
ま
し
た
。
（
四
会
計
全
体
で
）

　
　
　
　
　
　
一
、
○
〇
三
万
円

▽
予
備
費
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
三
万
円

㎜
　
▽
こ
の
ほ
か
、
ホ
場
整
備
事
業
・
二

㎜
次
林
構
事
業
・
災
害
復
旧
事
業
な
ど

㎜
の
事
業
費
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

　面
減
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

Nまつま　ま や
▽
患
者
の
方
々
が
、
町
内
の
診
療
所

の
な
ど
で
受
診
せ
ず
、
他
町
村
の
そ
れ

　
に
受
診
さ
れ
た
方
が
多
い
た
め
、
そ

報
こ
に
支
払
う
　
医
療
費
が
増
え
ま
し

広
た
・

　
　
町
内
分
　
　
△
一
、
五
〇
〇
万
円

　
　
他
町
村
分
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

　
▽
高
額
療
養
費
の
支
給
が
増
え
ま
し

　
た
。
　
　
　
　
　
　
一
八
一
万
円

　
▽
薬
品
代
を
節
約
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
松
里
簡
水
の
落
雷
に
よ
る
機
械
修

理
・
湯
本
の
消
火
栓
修
理
、
そ
れ
に

県
道
改
良
工
事
に
よ
る
給
水
管
の
埋

設
が
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
万
円

　
　
　

　
　
円

　
　
位

　
　
悼

　
　
額

　
　
酬

　
　
報

　
　
の

　
　
職

　
　
別

　
　
特

懐男

条
例
の
改
正

国
民
健
康

保
険
税
出
生
．
死
亡
の
場
合

そ
の
月
分
か
ら
増
減
し
ま
す
。

▽
農
業
委
員
会
長
、
教
育
委
員
長
な

ど
の
報
酬
を
引
上
げ
ま
し
た
。
　
（
別

表
の
と
お
り
で
す
）

▽
保
健
婦
二
人
を
採
用
し
、
、
町
職
員

の
定
数
が
一
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

▽
職
員
の
出
張
旅
費
で
、
夜
間
に
帰

庁
し
た
場
合
「
夕
食
料
」
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
消
防
団
員
の
災
害
出
動
手
当
な
ど

を
引
上
げ
ま
し
た
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
「
人
等
割
」

を
改
正
し
ま
し
た
。
「
出
生
・
死
亡
」

な
ど
に
よ
り
、
人
員
に
異
動
が
生
じ

た
場
合
、
生
じ
た
月
分
か
ら
増
減
し

た
後
の
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
火
葬
料
金
が
一
万
円
に
な
り
ま
し

た
。▽

東
川
小
の
教
員
住
宅
を
移
築
し
た

こ
と
に
よ
り
、
住
所
が
変
り
ま
し
た
。

職　　　　名 報酬額

農業委員会会　　長 年額105，000

〃　　会長代理 〃　80，000

〃　　委　　員 〃　73，000

〃委員（議会選出） 〃　57，000

教育委員会委員長 〃　105，000

〃　　委　　員 〃　73，000

監査委員　学識経験者 〃　84，000

〃　　議会選出者 〃　57，000

選挙管理委員会委員長 〃　48，000

〃　　委　　員 〃　40，000

交　通　指　導　員 〃　26，000

部　落　嘱　託　員 〃3，783，900

老人福祉相　談員 月額’12，000

▽
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
は
、
教
育
委

員
会
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
出
産

し
た
場
合
八
万
円
を
、
ま
た
死
亡
し

た
場
合
二
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
川
手
地
区
と
湯
之
島
地
区
に
簡
易

水
道
を
設
置
し
、
特
別
会
計
に
仲
間

入
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
水
道
料
金
が
変
り
ま
し
た
。
一
般

家
庭
の
料
金
（
①
基
本
は
、
十
立
方

塀
当
り
、
②
超
過
は
一
立
方
屑
当
り
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

湯
本
①
三
〇
〇
円

松
諾
①
九
〇
〇
円

湯
山
①
七
〇
〇
円

松
里
①
一
、
七
〇
〇
円

川
手
①
二
、
0
8
円

湯
壼
①
一
、
五
〇
〇
円

②
三
〇
円

②
九
〇
円

②
七
〇
円

②
一
六
〇
円

②
二
8
円

②
五
〇
円

そ
の
他

▽
道
路
改
良
な
ど
に
よ
り
、
町
道
の

幅
員
・
延
長
が
変
っ
た
た
め
十
五
路

線
の
内
容
変
更
と
坂
下
地
内
で
新
し

く
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

▽
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施
行
を
し

ま
す
。
　
（
別
項
で
紹
介
）
こ
の
地
元

負
担
金
が
決
り
ま
し
た
。
　
（
田
・
十

ノ
当
り
）

　
川
手
地
区
　
　
　
四
八
ご
八
一
円

西
之
前
〃
　
　
　
六
〇
〇
〇
〇
円

天
水
越
〃
　
　
一
三
二
、
五
七
六
円

田
麦
立
〃
　
　
二
九
四
六
六
七
円

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

湯
之
島
〃
（
老
溜
補
修
）
二
二
四
七
八
円

▽
郡
内
の
各
町
村
が
一
体
と
な
っ
て

「
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
」

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
予
防
接
種
に
よ
る
事
故
を

円
滑
に
処
理
す
る
た
め
設
け
た
も
の

で
す
。

▽
黒
倉
地
内
を
通
る
町
道
の
改
良
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
財
源
を
借
入

れ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
万
円

議
員
提
案
ー
2
件

▽
国
鉄
ロ
：
カ
ル
線
の
存
続
を
要
請

す
る
。
▽
議
会
で
は
意
見
書
と
し

て
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

▽
新
幹
線
整
備
計
画
五
線
の
早
期
着

工
を
含
む
陸
上
公
共
輸
送
の
維
持
整

備
に
つ
い
て
　
▽
前
件
同
様
で
す
。

請
願

▽
東
川
の
出
合
橋
附
近
を
早
期
に
護

岸
工
事
を
し
て
ほ
し
い
。
　
　
下
蝦

池
部
落
総
代
・
大
見
勝
平
さ
ん
外
五

名
。
ワ
V
町
当
局
へ
こ
の
旨
を
伝
え

て
、
着
工
に
努
力
し
で
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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◎齢

新
採
用
　
　
（
順
不
同
・
写
真
上
か
ら
）
　
昇
格

▽
滝
沢
　
淳
子
（
保
母
）
　
　
　
　
　
▽
住
民
課
長
・
相
沢
正
常
（
前
教
育

　
　
　
　
　
　
（
53
・
1
0
・
1
付
採
用
）
　
　
　
　
　
委
員
会
庶
務
係
長
）

▽
小
野
塚
順
子
（
保
健
婦
）
　
　
　
　
退
職
　
（
3
・
31
付
）

▽
江
口
　
良
子
（
　
〃
　
）
　
　
　
　
▽
高
橋
　
慶
春
（
前
住
民
課
長
）

▽
村
山
　
洋
子
（
用
務
員
）

職

員

の

里
ノ、

動

（
4
月
1
日
付
）

　私たちが「税金を納める」と
いうことは、この世に生きてい
くための「会費を払う」という
ことかもしれません。

　国県はじめ町では頂いた会費
を元手に色々な仕事を行ってい
ます。54年度一般会計予算に
占める町税は5％、1億円を突
破しました。

　これは私たち1人当り1．84
0円ほどになります。過疎が進
む中で、色々な仕事が増える一
方の昨今です。

　立木を伐採　私たちの周囲は
　　　　　　見渡す限り「緑
の楽園」です。この中に育った
杉はじめ数々の雑木は、土地の
価値とは別になっています。
　そこで立木を伐採すると「木」

の価値による会費を払うことに
なります。これを払う人は売っ
た場合、自分で使った場合それ
ぞれ異なります。

①売った場合……買った人が
売った人を介して払って頂きま　1
す。

②自分で使った場合……使っ
た人から払って頂きます。
これを「木材引取税」といいます。

　山林所得　このほか、伐採さ
　　　　　れた人は、　「山林
所得」としてその人の所得に含
まれます。

　①売った場合……販売価格一
A一山林取得
②自分で使った場合……材木

の見積り価格一A一山林所得
　※Aは控除額で、今年の場合
50万円となります。

　入浴の会費　　「町内温泉郷」

　　　　　　と町の発展をど
う結びつけていくべきか、読者
のみなさんと一諸に考えてみた
いと思います。この場合も会費
が必要なんです。湯元の維持、

入浴者へのサービス、まわりの
美化、防災施設などまだまだ整
備しなければなりません。
　その会費としてお1人様旅館
で宿泊、日帰りの中で入浴され
ましたら「100円」出し合っ
て下さい。但し12才未満のお
子さんは結構です。

　昨1年間で547万円もの会
費が集りました。

税

の

知

識

循環器検診が

あります

1〉と　　き　6月26日から

　　　　　　　　28日まで

〉ところ　自然休養村

　　　　　　　　センター

〉ないよう

團年令40才～64才の方

囹高血圧による諸症状のある方

〉くわしくは・・

役場保健衛生係

君3131へ

自家用乗用車

　1，000cc以下・一・25，500円
　1，500cc以下・一・30，000円
　1，500cc以上・一・34，500円
自家用貨物車

　1トン　　以下・・　　7，000円

　4トン～5トンー　・22，000円

樋涌南
口井雲

妙
子
（
坂
中
・
敏
雄
の
二
女

政
人
（
五
＋
子
平
・
政
司
の
長
男

正
樹
（
兎
口
・
洋
一
の
長
男

本
山
　
政
司
（
湯
本
・
玉
川
屋

小
野
島
福
美
（
松
代
町
）

高
沢
誠
一
（
湯
本
・
五
枚
田

関
谷
　
節
子
（
松
代
町
）

　
　
お
く
や
み

大
見
　
ス
ガ
㈲
（
下
蝦
池
・
堂
の
下
）

石
塚
　
一
松
㈱
（
新
田
・
と
な
り
）

高
橋
　
ヨ
キ
㈱
（
天
水
島
・
角
院
）

和
久
井
キ
ヨ
㈹
（
水
梨
・
ね
ん
ね
木
田
）

村
山
　
富
治
㈹
（
坪
野
・
常
盤
屋
）

保
坂
　
ウ
メ
働
（
松
之
山
・
伍
前
）

　
　
う
　
　
ぶ
　
　
声

高
橋
　
千
春
（
里
倉
・
俊
夫
の
二
男

小
野
塚
　
瞳
（
湯
本
・
修
の
二
女
）

佐
藤
　
一
登
（
天
水
越
・
高
一
の
長
男

〃
　
美
樹
（
上
の
中
繁
の
二
女
）

高
橋
　
俊
理
（
天
水
島
・
直
栄
の
二
男

飯
塚
　
香
織
（
中
立
中
哲
郎
の
二
女

小
野
塚
千
裕
（
湯
本
・
明
の
二
女
）

　
　
新
　
婚
　
さ
　
ん

ー
ト
民
1


